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塾
人
・
塾
の
先
生
の
み
な
ら
ず

  

新
た
な
学
び
の
歴
史
講
座

　
私
塾
ネ
ッ
ト
の
理
事
長
・
田
中
宏
道
氏
は
、

講
師
を
務
め
る
教
育
学
者
の
藤
岡
信
勝
氏
を

次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。

「
私
た
ち
の
ご
先
祖
様
や
父
母
、
兄
姉
の
世

代
の
方
々
が
何
を
考
え
、
何
を
悩
み
、
ど
う

結
論
を
出
し
た
の
か
、
す
べ
て
が
つ
な
が
る

よ
う
に
歴
史
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
歴

史
を
教
え
る
上
で
、
生
徒
さ
ん
た
ち
の
心
に

響
く
も
の
を
学
び
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
」

　「
新
し
い
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
副
会
長

を
務
め
る
藤
岡
氏
は
、

「
長
年
教
科
書
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

私
な
り
に
考
え
て
き
た
こ
と
を
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
小
・
中
学
生
か
ら
高
校
生
向
け

ま
で
、
幅
広
い
歴
史
の
捉
え
方
を

教
示
す
る
講
座
だ
。
途
中
回
か
ら

の
参
加
も
受
け
付
け
て
お
り
、
来

年
度
以
降
も
11
講
座
が
予
定
さ

れ
、
全
20
回
で
旧
石
器
文
化
か
ら

日
本
の
未
来
を
語
る
内
容
ま
で
一

連
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
・
大
井
町
の
会
場
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
受
講
も
可
能
だ
。
一
括
申
し
込
み

ま
た
は
１
回
ご
と
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

て
お
り
、
後
日
で
も
学
べ
る
よ
う
に
ア
ー
カ

イ
ブ
配
信
も
行
う
。

「
教
養
と
し
て
学
ぶ
機
会
で
も
あ
り
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
本
講
座
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
田
中
氏
の

想
い
か
ら
、
塾
業
界
以
外
の
方
に
も
広
く
門

戸
が
開
か
れ
て
い
る
。

  【
第
１
回
】

  
日
本
の
旧
石
器
文
化
と
縄
文
文
化

「
動
物
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。
ヒ
ト

が
動
物
に
勝
て
な
い
種
目
は
？
ヒ
ト
に
し
か

で
き
な
い
種
目
は
？
」

「
約
３
億
年
前
、爬
虫
類（
恐
竜
）全
盛
の
時
代
、

霊
長
類
は
ど
こ
に
居
場
所
を
発
見
し
た
？
」

　
講
座
の
冒
頭
、
藤
岡
氏
は
こ
ん
な
問
い
を

聴
講
者
に
投
げ
か
け
る
。
人
類
の
進
化
に
つ

い
て
教
科
書
の
内
容
よ
り
も
さ
ら
に
前
の
話

題
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
授
業
で
語
れ
ば
、
生

徒
た
ち
を
グ
ッ
と
惹
き
つ
け
る
ト
ピ
ッ
ク
が

満
載
だ
。

　
明
治
初
年
に
始
ま
っ
た
日
本
の
考
古
学
の

通
説
は
、「
日
本
の
歴
史
は
縄
文
時
代
か
ら

始
ま
り
、
旧
石
器
時
代
は
日
本
に
は
な
か
っ

た
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
覆
し
た

考
古
研
究
家
・
相
沢
忠
洋
氏
と
岩
宿
遺
跡
の

発
見
に
つ
い
て
藤
岡
氏
は
話
を
進
め
る
。

「
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
日
本
の
歴
史
が
数
万

年
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旧
石
器
時
代

の
遺
跡
は
１
９
４
９
年
に
１
つ
目
が
発
見
さ

れ
、
い
ま
で
は
遺
跡
数
は
１
万
４
５
０
０
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
日
本
列
島
の
よ
う
な
小
さ

な
エ
リ
ア
で
こ
れ
だ
け
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ

全日本私塾教育ネットワーク　
田中宏道 理事長

塾
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「
新
し
い
視
点
で
学
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日
本
の
歴
史
」

全
日
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ー
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催
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た
の
は
、
世
界
で
断
ト
ツ
ト
ッ
プ
で
す
。
旧

石
器
時
代
は
日
本
が
非
常
に
発
達
し
て
い
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
ま
た
、
藤
岡
氏
は
い
わ
ゆ
る
「
縄
文
文
明

論
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
煮
炊
き
に
使
う
縄
文
土
器
は
定
住
を
示
し

ま
す
。
煮
炊
き
文
化
に
よ
っ
て
生
活
が
安
定

し
て
豊
か
に
な
り
、
定
住
生
活
が
人
々
の
絆

を
深
く
し
て
い
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

『
場
所
愛
（
ギ
リ
シ
ャ
語
／
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア
）』

と
い
う
言
葉
の
起
源
は
、
実
は
縄
文
土
器
に

あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
最
も
早
く
定
住
生

活
を
始
め
た
の
は
、
実
は
日
本
で
す
。
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
略
奪
す
る
必
要
も
な
く
支

え
合
い
な
が
ら
生
き
、
自
由
な
時
間
の
中
で

和
の
文
化
を
育
ん
だ
、
そ
れ
が
日
本
の
歴
史

で
す
。

　
で
す
か
ら
、
農
耕
革
命
よ
り
も
『
定
住
革

命
』
の
方
が
、
人
間
の
在
り
方
に
と
っ
て
よ

り
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
べ
き
で
す
。
実
際
、

昨
今
は
こ
の
『
定
住
革
命
』
に
世
界
中
の
学

者
が
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
」

  【
第
２
回
】

  

稲
作
と

  『
ム
ラ
か
ら
ク
ニ
へ
』の
発
展

　「
戦
後
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
で
、『
日
本
は

世
界
か
ら
遅
れ
た
国
だ
』と
い
う
強
烈
な〝
思

い
込
み
〟
は
、
ま
さ
に
負
の
遺
産
で
す
。
こ

の
〝
思
い
込
み
〟
を
最
も
的
確
か
つ
具
体
的

に
揺
さ
ぶ
っ
た
の
が
考
古
学
の
発
展
で
す
」

と
藤
岡
氏
は
語
る
。
さ
ら
に
教
科
書
の
記
述

で
は
、
稲
作
の
伝
来
は
『
紀
元
前
３
世
紀
頃
、

朝
鮮
半
島
よ
り
伝
わ
っ
た
』
だ
が
、
こ
れ
は

ほ
と
ん
ど
間
違
い
だ
と
指
摘
す
る
。

「
福
岡
県
の
板
付
遺
跡
で
縄
文
土
器
が
出
土

す
る
同
じ
地
層
か
ら
水
田
遺
構
が
発
見
さ
れ
、

さ
ら
に
佐
賀
県
唐
津
市
の
菜
畑
遺
跡
か
ら
縄

文
土
器
と
と
も
に
灌
漑
施
設
を
伴
う
水
田
の

遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
決
定
的
で
し
た
。

『
神
話
か
ら
始
ま
る
日
本
の
歴
史
を
や
め
る
こ

と
は
論
外
。
考
古
学
か
ら
始
ま
る
歴
史
は
日

本
が
戦
後
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
』
と
い
う

観
念
が
一
般
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
結
果

的
に
は
考
古
学
の
発
展
こ
そ
が
歴
史
の
見
方

を
根
源
的
に
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
で
す
」

　
さ
ら
に
、
２
０
０
３
年
に
は
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
が
「
弥
生
時
代
の
始
ま
り
が
従
来

考
え
ら
れ
て
き
た
紀
元
前
５
～
４
世
紀
で
は

な
く
、
約
５
０
０
年
遡
っ
た
紀
元
前
10
～
９

世
紀
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
発
表
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
後
の
年
代
研
究
の
結
果
、縄
文・

弥
生
時
代
の
年
代
観
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

「
歴
史
の
研
究
は
変
化
に
よ
る
大
胆
な
違
い

を
強
調
し
が
ち
で
す
が
、
境
界
線
は
徐
々
に

曖
昧
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
〝
断

絶
説
〟
は
学
説
の
初
期
段
階
で
、や
が
て
〝
連

続
説
〟
が
定
着
し
ま
す
。

　
縄
文
土
器
・
弥
生
土
器
の
区
別
も
時
代
区

分
の
指
標
で
は
な
く
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生

時
代
の
連
続
性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
縄
文
人
・
弥
生
人
と
区
別
す
る
言

葉
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
の
は
問
題
だ
と

思
い
ま
す
」

　
神
話
か
ら
生
物
学
、
鉱
物
学
に
至
る
ま
で

幅
広
い
知
識
に
よ
る
藤
岡
氏
の
講
座
は
、
日

本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
自
己

肯
定
感
を
育
み
、
日
本
が
好
き
に
な
る
よ
う

な
歴
史
講
座
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

講 座内 容

第１回　６月１日（木）
　　日本の旧石器文化と縄文文化

第２回　７月６日（木）
　　稲作と「ムラからクニへ」の発展

第３回　９月７日（木）
　　神話が語る国の始まり

第４回　10月５日（木）
　　大和朝廷と東アジア

第５回　11月２日（木）
　　日本文明の方向づけをした聖徳太子

第６回　12月７日（木）
　　大化の改新から律令国家の成立まで

第７回　１月11日（木）
　　日本の律令国家とその変容

第８回　２月１日（木）
　　元寇を撃退した鎌倉武士

第９回　３月７日（木）
　　室町幕府と南北朝の争乱

【日時】開催中～ 2024 年３月７日（木）
　　　 ＜全 9 回＞

毎月第１木曜日（１月は第２木曜日）
午前 10 時 30 分～12 時 30 分
 ※終了後 30 分程度交流会（参加任意）

【参加形式】
会場またはオンライン（Zoom）。
アーカイブ配信あり

【会場】
いぶき学院（東京・大井町）
〒 240-0014　 品川区大井 1‐23‐4 
　　　　　  OVAL ビル 8 階

【参加費用】
１名１講座 2,000 円　
※一括申し込み 15,000 円 ( 税込 )

【お申込み方法】
各回３日前の月曜までに下記のいずれかから
お申し込み。
●私塾ネットサイト：https://shijuku.net/
●メール：lapis@proof.ocn.ne.jp




